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１．海上保安官が携帯する証票が変わりました ２．三河海上保安署　災害に強い新たな拠点へ

　海上保安官の身分を示す「証票」のデザインを、海上保安庁が発
足した昭和２３年以来６５年ぶりに抜本的に変更しました。
　新しい証票は、１０月１日（火）から全国の海上保安官が携帯し
ています。

　９月２３日（月）、三河海上保安署（愛知県豊橋市）は、新たに
完成した豊橋港湾合同庁舎別館に移転しました。新庁舎は、３日連
続運転可能な非常用発電機用燃料や約６トンの貯水槽等を確保する
等、災害応急対策活動における拠点機能を備えています。

○かいほニュースは海上保安庁ホームページでもご覧いただけます。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kaihonews/index.html
海上保安庁　〒100-8976　東京都千代田区霞が関2-1-3

　　　　　　　　　　　　　　　03-3591-6361（代表）
（編集・企画）海上保安庁総務部政務課 政策評価広報室
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３．台風被害を受けた伊豆大島における災害対応 ４．海上保安学校で卒業式、入学式を挙行

　１０月１６日（水）、台風２６号により、伊豆大島では土砂災害
が発生し、多数の住民が行方不明となりました。海上保安庁では巡
視船や航空機、潜水士等を派遣し、行方不明者を捜索するととも
に、日本赤十字社医療チームや医療資機材の輸送を行いました。
　２７日には、伊豆大島を訪れた安倍総理大臣に海上での捜索状況
等を説明しました。

　９月２７日（金）、海上保安学校（京都府舞鶴市）で船舶運航シ
ステム課程第４２期１８７名（内女子１９名）の卒業式を行い、卒
業生達は、大きな期待と希望を胸に新任海上保安官として全国各地
に巣立って行きました。１０月１２日(土）には、同課程第４４期
２０３名（内女子３１名）の入学式を行い、入学生の家族や来賓が
見守る中、入学生達の新生活がスタートしました。

○かいほニュースは海上保安庁ホームページでもご覧いただけます。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kaihonews/index.html
海上保安庁　〒100-8976　東京都千代田区霞が関2-1-3

　　　　　　　　　　　　　　　03-3591-6361（代表）
（編集・企画）海上保安庁総務部政務課 政策評価広報室

大島元町港内を捜索する潜水士 〔卒業式〕　卒業生見送り弘法浜沖を捜索する潜水士と巡視船

安倍総理大臣に捜索状況等を説明する
岩並第三管区海上保安本部次長

羽田航空基地プロペラ機による
日本赤十字社医療チームの輸送

〔卒業式〕　卒業生総代 答辞

〔入学式〕　分列行進 〔入学式〕　入学生総代 宣誓
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